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関西菌類談話会1992年度総会（第301回例会）報告

日　時1993年2月6日（土）14：30～15：30

場　所　同志社女子大学デソトン館

司　会　藤田博美氏

出席者　45名

卜　開会宣言　藤田博美氏

2．開会挨拶　小原弘之会長

3．議長選出　会長が岩瀬剛二氏に委嘱

4．書記選出　会長が松井英幸氏に委嘱

5．議　事

《1992年度報告〉

1）事務局からの報告（総務幹事　上田俊穂氏）

1．1992年度の会員数

1991年末の会員数

1992年度中の入会者数

1992年度中の退会者数

1992年度中の除籍者数

1992年度末の会員数

2　会員宛の郵便物

会報11，12号，1992年度行事予定表，シンポジウム

案内，事務局移転報告，乗鞍高原観察・採集会案内，

きのこ展案内，スライド大会案内，会費請求関係書類，

総会・講演会案内

3　役員会を4回開催し，主に次の様なことを検討し

た．

第1回役員会：乗鞍高原観察・採集会関係／きのこ

展関係／分類学講座・シンポジウムの内容／事務局の

仕事の分散化／第300会例会について等

第2回：第300回例会／きのこ展関係／乗鞍高原観

察・採集会／浜田先生追悼文集について等

第3回：乗鞍高原観察・採集会／1993・1994年度役

員について／1993年度の事業と行事について等

第4回：1993・1994年度役員について／1993年度の

事業と行事について／1993年度の予算案／高校生以下

の会員の会費を来年度から半額（1000円）にすること

について／入会案内の改訂等

2）1992年の行事報告（庶務幹事　下野義人氏）

第293回例会　5月17日（目）分類学講座（第17回）

「イブチ煩の分類」

菌聾研究所　長沢栄史氏

場所：滋賀大学　参加者53名

第294回例会　6月20日（土）シンポジウム

「菌根菌の栽培の現状と将来展望」

場所：同志社女子大学　参加者73名

第295回例会　7月12日（目）橿原神宮観察・採集会

参加者53名100種採集

第296回例会　8月1日（土）～8月4日（火）

乗鞍高原観察・採集会

参加者79名144種採集

第297回例会　9月6日（日）万博公園観察・採集会

参加者52名　27種採集

第298回例会10月11日（目）比良山麓観察・採集会

参加者62名　98種採集

第299回例会11月8日（日）大文字山観察・採集会

参加者60名　68種採集

第300回例会12月13日（日）300回記念大会（スライド

大会）

場所：同志社女子大学　参加者76名

第301回例会　2月6日（土）総会および講演会

講演会

関西菌類談話会の歴史…………下野義人・山城日出夫

血0秒鮎Cり50Cゐγαの観察　　　小林孝人・中谷文貴

きのこ見本の新しい作り方（透明ゲル封入見本）

・鈴木　捷

オサムシタケの人工培地上での子実体形成

中谷文責・横山和正

映画　きのこ・‥　シイタケ菌を探る，マツタケ子実体

の成長と訪茸昆虫　　　相良直彦・藤田博美氏紹介

3）1992年の会計報告（会計幹事　北岸阿佐子氏）

［収入の部］　　　　　　　　　　（単位：円）

予算額

700，000

40，000

50，000

309，924

決算額

720，0〔）0

69，895

262，024

309，92∠壬

計　　　　　　1，099，924　　　1，361，843

（雑収入の内，104，021は特別会計よりの入金）

［支出の部］

予算額

通信費　　　　　　350，000

事務費　　　　　100，000
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会場費　　　　　　7（），000　　　　　　2，600

会議費　　　　　　6仇00n　　　　　　4，636

印刷コピー代　　　60，000　　　　　1日，72n

謝礼　　　　　　　　6口，000　　　　　98，551

会報印刷費　　　2（肌000

会報刊行諸経費　　こう仇0（州

振替手数料　　　　　2，0（州

調査費　　　　　　20，0（州

雑支出　　　　　　10，00（）

予備費　　　　　　47，924

事業準備金　　　100，00（）

331，660

：洞，897

400

0

250

0

204，000

計　　　　　1，099，〔）24　　　1，115，719

［繰越］　　　　　　　　　　　　　246，124

（別途に事業準備金として，704，000の定額貯金）

4）会計監査報告（会計監査　伊勢信子・志水杏子氏）

1992年度会計報告が正い、ことを認めた．

5）会報編集委員会報告（編集委員長　森本繁雄氏）

会報No．11とNo．12を編集・発行した．

以上1）、5）まで全て承認された．

〈審議事項ノ

1）会長の選出（総務幹事　ヒ田俊植民）

事務局より，役員会の意向として新会長に小原弘之氏

を推薦する旨報告したところ，賛成多数で承認された．

任期二川93年2月6日、1094年度総会の日まで．

2）役員の委嘱（′」＼原弘之会長〕

会長より，新役員として

副　会　長：吉見昭一一

総務幹事：L田俊穂

会計幹事：北岸阿佐千・松井英幸

庶務幹事：下野義人・衣田雅人

運営幹事：天野典英・井坪豊明・熊田俊夫・佐々木久雄

鈴木雄一・幡屋　誠・九本龍二・森本繁雄

森本　肇・横山和正・岩瀬剛二・藤田博美

会計監査：伊勢信了一・内田富上未

編集委員長：森本繁雄

編集委員：井坪豊明・岩瀬剛二・佐々木久雄・鈴木雄一一

田中千尋・橋星　誠・丸西靖恵

の各氏を委嘱したい旨提案があり，賛成多数で承認され

た．

任期：1993年2月6R～1（）〔）4年度総会のRまで．

3）1993年度行事計画（庶務幹事　下野義人氏）

第302回例会　5月9日（日）分類学講座（第18回）

場所．京都植物園　演題，演者未定

第303回例会　6月19日（土）ソンボンウム

場所．同志社女子大学テントン館

テーマ，演題，演者未定

第304回例会　7月11日（R）観察・採集会

場所：橿原神官

第305lul例会　7月25日（［＝　観察・採集会

場所　宇治・興聖寺

第306lHJ例会　8月21日（L）～8月24日（火）

観察・採集会　場所：乗鞍岳山笹

第307l口】例会　9月5日（日）観察・採集会

場所：六甲山奥地

第308回例会10月17日（目）観察・採集会

場所：比良山麓

第309回例会11月7R（［＝観察・採集会

場所：希望ヶ丘公園

第310回例会12月12日（日）スライト入会

場所：田中神社

第311回例会　2月5日（土）総会および講演会

場所：同志社女子入学テントン館

4）1錮3年度会計予等（会計幹事　北岸阿佐了・邸

［収入の部］　　　　　　　（単位：円）

［支出の部］

通信費

事務費

会場費

会議費

印刷コピー代

謝礼

会報印刷費

会報刊行諸経費

振替手数料

調査費

雑支出

予備費

事業準備金

1，000，000

60，0り0

80，（州0

246，124

1．386，124

380，000

120，000

訓，000

50，000

5（），000

150，00（）

35り，000

10，0（州

2，000

50，00（）

10．000

34，124

100，0（）0

1，386，124

以上の内容が授案され，賛成多数て承認された
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5）会則の改定（総務幹事　ヒ田俊穂氏）

最近の会員の平均年齢が高くなってきている・高校生

以下の会員数も極めて少ないので，その年代層の増加を

図るため会費を年額2000円から1000円に減額したい・ま

た，各種行事の会場費を無料にしたい．そのため次の提

案をする．

あ．会則第15条の（1）の改訂（下線の部分を付け加える）

第15粂　本会の会費は下記のように定める・

（1）通常会員　年額2，000円．ただし，高等

学校生徒以下は年額1，000円とする・

い．下記の行事の（高等学校生徒以下の）会場費を無料

にする．

分類学講座・ノンボンウム・スライト大会・講演会・

その他会長が認めた行事

以上の内容が賛成多数で承認された．

6．閉会挨拶　小原弘之会長

追加事項　きのこ展の報告（吉見昭一氏）

10月10日　けト13日（月）京都府立植物園において

きのこ展が催された．入場者数6563名　260種展示

以　卜

＼二豆

1992年度　活動の記録（下半期）

第297回例会　万博記念公園観察・採集会

日　時：1992年9月6日（日）晴れ

52名参加

場　所：大阪府吹田市万博記念公園内

（主に落葉広葉樹林）

参加者数より採集　種数の万が少ないという採

集会も珍しいが，これも夏の暑さがまだまた残っ

ていたせいで，乾燥した林内には，ほとんどきの

こが見られなかったのが残念だった。

（上田俊穂）

採集品リスト

1ルね用α椚椚〟SSp．

2▲・1仙川／／（J♪〟〃〃汀タイ〃〟

3A肌α〝才お頭わざαCgα

4Agαγfc〟SSp．

57乃0り・∂gSp．

6β0わ〝ざ〟m r犯かγ〟5

7月oJgねぎがわJαCgq極gC〝5

8β0わび∫Sp．

9Russuladelicacomplex

lO尺旧都止日加根頑加わ

11月〟55〟α如C如αわ痛gS？

12肋脚油り馴助血伽

13　月〝55〝わがggCα

14月〝5g〟お肌αrgαg

15且那助成日永壷勿邸？

16月〃gS〟JαSp．

17エαCねγオ〟5∫〃ゐzo乃αrg〟S

ホウライタケ属

テンブタケ

ヘビキノコモドキ

ハラタケ属

ア七夕ケ属

コゲチャイロガワリ

ムラサキヤマドリタケ

ヤマドリタケ属

シロハツ近縁種

クロハツモドキ

クシノハタケモドキ？

カワリハッ

チギレハッタケ

ニオイ　コベニタケ

ケショウハツ？

へこタケ属

二オイワチチタケ

18Cα乃挽αγgJJ㍑SSp．

19劫妙or〟SαγC㍑αγ〟5

20jわらや0γ〃5∂ddf〝5

21CoγわJ〟5〃g門gc（フわγ

22　CorわJ〝Sあわ等〟J〃5

237’γ〝邦CO坤0γ　OCCγJね㍑Cα

24G（乃Odg門朔α　〟C寝㍑刑

25g拘わgα功がα乃αα

26CαJ〃如才αcm乃グ所）rmね

27A〟rfc〝brfα如わかfcゐα

アンズタケ属

ア　ミ　スキタケ

アシグロタケ

カワラタケ

アラゲカワラタケ

ウズラタケ

マンネソタケ

コフキサルノコシカケ

ノ　ウタケ

アラゲキクラゲ

第298回例会　比良山観察・採集会

日　時：1992年10月11日（日）

晴れ　62名参加

場　所：滋賀県比良山元気村

秋のきのこシーズン真っ只中と言うことで，普

段より多くの参加者で賑わった。比良山の裾野に

広がるマツ林での採集であったが，きのこはこの

時期にしては物足らない感じであった。それでも，

ウラベニホティシメンと間違えそうな柄が太い大

型のクサウラべ二タケが採れ，参加者の話題をさ

らった。また，珍菌のコウホウフテも採集された。

採集品はこの後，京都植物園で開催中の『きのこ

展』に陳列された。　　　　　（佐々木久雄）

採集品リスト

l Pん1〃川JJ／リノ／川り〃（7／イJJJ

2鞠′gγ坤ゐDr〃∫γ〟5g㍑Jα

3伽7頑）加γ〟ざαγ∂〃如才が㍑∫

ウスヒラタケ

サクラシメ　シシ／

コクリ　ノ　カサ



4C細甜砂妙触り矧如壷

5　エαccαγα鋸coわγ

6エαccαrfα肋C（刀お

丁　んJ…〃J■rJJナナ／（汀州…イ／（川l・り

8C柚叫庖sp．

†1r／・ノー。／高山呵佃■∫′■J′わん川メ

1117’／ィ。／附晶賄い叫押〃（7（川りJJ

ll」丹前Jんけ／（イ／‘7仙イ／（1fJ

ハダイロガサ

オオキツネタケ

キツネタケ

カレバキツネタケ

カヤタケ属

サマツモドキ

ミ　不シメジ

ナラタケ

12Cα〃たわ坤0rg㍑椚加わ007才がαCg〝肌　ヒメキシメジ

13Co砂あわあゆmCgα？　　　　ェセオリミキ？

14Co砂わ　伽かγαCgα　　　　　　　エセオリミキ

15Co勒鋸αカ路C坤㍑ゆ〟rgα？スミレホウライタケ？

16Co研α〆γ0乃αね

17Co妙鋸αCOO如才

185、γP鋸〝γ〟SO如桁新任αg

19ルね和α椚わわ路Sp．

20　勿cg乃αg提わγgC〟毎ね

21．1小1〃‘7／仙馴油小品

22昭yCg〝α♪α柑

23ノ1椚α乃地相gZ乃αねvar

ワサビカレバタケ

タマツキカレバタケ

スギユダタケ

ホウライタケ属

クヌギタケ

チシオタケ

サクラタケ

．J油，‘J

カバイロツルタケ

45　Coγめ7αγオ㍑ざ〃わあcg〟5　ムラサキフウセンタケ

46Cor正朔αγ㍑SSp．　　　　　　フウセンタケ属

47q職制が抜目卸加地加　　　　　チャツムタケ

48月如d坤わ′JJ㍑∫γゐod坤OJゐfg　クサウラベこタケ

49j？如dゆめ′JJ〝5cm55かざ　ウラベこホティシメン

50劫∬gJJ〝5才乃むOJ〟加∫　　　　　　　　　　ヒダハタケ

51Gり川♪／J／（〟〟JJl煩・JJ∫

52C／川悍い〃J♪／川ヾ川J〃〟J

53　5〟gJJ〟SJ〟ね〟∫

54　5〟gJJ〟5み0如乃以5

55j～〟5g〟わ由〝γ乃紺αrgOあわ？

56j？㍑5g〟JαSp．

57月〟5g〝JαCO〝ゆαCね

58月〟5g〟Jαβ∽eJfα7

59月α5g〟αざα乃g祝乃βα

60月〟5g〟JαSp．

杵lJ．‘7〃〟メイJ／∫申J／■‘、かば

62エαCぬγ〝gCりSOγγゐβ〝5

オウギタケ

クギタケ

ヌメリイブチ

ア　ミ　タケ

ツギハギハツ？

ニセクロハツ近縁種

アカカバイpタケ

ドクべニタケ

チシオハツ

べ二タケ属

チョウジチチタケ

キチチタケ

63　7＿（JC／（け／JJ．ヾ／J山肌7（止1

64エαCねrf〝5Sp．

65Cα乃班αγgJ那　花布乃d沌伽的円形ね

ノ、ツタケ

チチタケ属

24A肌α乃才ね〃わ℃∫α　　　　　　　　　　ドクツルタケ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミキイロウスタケ

25A椚α乃グわがgr〝α？ア　　シロタマゴテンブタケ？？　66C（乃兢αγgJ〟ざ　〟ねOCO肌〟∫　トキイロラッパタケ

26ノ4〝α乃ねC肋′わ7αVar．Cffrg乃α　　　　　　　　　　　67エαCゐ〝OC肋d〟椚SC紺β乃た露？？　　和名なし

コタマゴテンブタケ　　68Ck血wW協動扇劫庖　　7サヒメホウキタケ

27A研α乃才ねαわγあゆ≠α　　　　　タマシロオ二タケ　　69月α椚αγ才α∂0わ少な　　　　　　　　ホウキタケ

28A〝α乃ねCO如γff．rDgg0ね乃Cα？？　　　　　　　　　70月α椚αγ才αSp．　　　　　　　　　ホウキタケ属

ササクレシロオニタケ？？　71月α∽αγグαSp．　　　ホウキタケ属（ピンク）

29A椚α乃ごねSp．

30f）J〝ね〟∫αわ血かJJ㍑5

31f，J〝ね〟SSp．

32〃αCγ0妙わねSp．

334押流那Sp．

34C坤γオ乃〝∫CO椚α払5

35Cqpγわ7〃∫Sp．

36乃αJわ′柁JJα〃gJ〟まわ‡α

37fαα毎γJわ6乃ゐ777α乃α？

38fなα≠わ，柁肋sp．

二村　▲＼’肛肋止血曲目示－、／〃ん／八、

40血呵庖辟噸和地

41血叩庖sp．

テンブタケ属　　72月α∽αγオαSp．　　　　　ホウキタケ属（黄）

ウラべニガサ

ウラべニガサ属

カラカサタケ属

ハラタケ属

ササク　レヒト　ヨタケ

ヒトヨタケ属

ムジナタケ

イタチタケ？

ナヨタケ属

二カナクリ　タケ

シロトマヤタケ

アセタケ属

73Go〝ゆゐ〃5＿約ccog〟5

747かわJJJ川ハ仲川（77川7

75勒d乃〟別γゆα〝血刑Var．仇旭払耶

76TゐgJ¢如msp．

77A路αγど〃〟∫CO研〟β〝5

780gな坤0γ〟5噸ゐ和Jg〟Cαざ

790gな坤0γ〟∫Sp．

80ぞyc乃q Oγ〟5COCC刀β〟5

81ム・Jに／／l、∫／I‘、／J／／／mJ

氾　rJ’／（、んr7／－／〃〃川／，／l■〟〃J川J

83上）αgdαわqかね5秒γαC乃α

84上）αβ（おJg（かね♪〝ゆ〝柁α

42Coγガ刀αγ〟∫C血′加わγVar．≠〟mαJゐ？　　　　　　85A∫fmgα5わgm椚gfγfc〃g

オオツガタケ？　86月α放7m再（ゆ0〝gcα

43Coγff乃αγ玄以5お粥〟かざ　　　ニセアブラシメジ　　87Cαわざわ∽再郎0乃グC〝椚

44Coγめαγ〟55αわγ　　　　　　　　　　　　　　　　　88Gg鮎か′〟椚椚わⅥみfJg

ムラサキ7ブラシメジモドキ　　89Cα才が如才αCプⅥ乃才的γ椚ね

－　5　－

ウスタケ

カノ　シタ

シロカノ　シタ

イボタケ属

二ンギョウタケ

オシロイタケ

オシロイタケ属

ヒイ　ロタケ

カイガラタケ

シハイタケ

エゴノキタケ

ミイロアミタケ

ッチグリ

コウボウフテ

クチ〈ミニタケ

ヒナツチガキ

ノ　ウタケ



90匂，C呼g拘わ〝gCあわα〟椚　　アラゲホコリタケ　18乃α吻γgお節ⅦCfJゐ

91とyc（ゆg摘0乃♪βγわね椚　　　　　　ホコリタケ　19肋β椚αわわ椚α5〟占わぬ如才〟別

92匂C坤β畑0乃みγ的γ椚βタヌキノチャブクロタケ　　20肋β肌αわわ椚αカgCfc〟仏陀

93とyCqpe摘0乃Sp．　　　　　　　ホコリタケ属　　21afわ町8gカgCあお

947毎∽eJ肋ノbJぬcgα　　　　ハナビラニカワタケ

95　C（ZわcgれクがねcoSα　　　　　　　ニカワホウキタケ

96Cあわ和C加γブααβγ櫛〝αSCe〝g

Pクショウグサレキンモドキ

97旅血灘Ⅷ郁呵那Var．∽αCγ坤〝5

ナガェノチャワンタケ

98AJg〟γぬα〟7Ⅵ乃才ぬ　　　　　ヒイロチャワンタケ

第299回例会　大文字山観察・採集会

日　時：1992年11月8日（日）

晴れ　60名参加

場所：京郡市左京区大文字山

参加者は，登山道沿いの雑木林や中腹の千人塚

と呼ばれるマツ林などできのこを採集したが，収

穫は期待したほどではなかった。この時期であれ

ば，たくさん採れるはずのショウゲンジが数本し

か見られず，昨年は採れていたムラサキシメジが

なかったのは心残りであった。採集品の中では，

ドゥシソタケやハイイロシメシ等が参加者の注目

を集めた。　　　　　　　　　　（佐々木久雄）

採集品リスト

1⊥（リノ′／JJ〝∫（、（れ（ノ（・J

2勒卯　∂βα〟γα乃ブα

3んJ（、（1け／（川肋、川．lIJ／tl（7

4エαC（Ⅵγあわか0わγ

5C加叩如拙加血痕

6Trわ加わ椚α．勉肌融ね那

7Co妙鋸αSp．

釦JJL仙丹申♪ガ。J′∫

9．1JrJJl…〃／J隼神目…巧い

シイタケ

ヒメダイダイタケ

ウラムラサキ

オオキツネタケ

ハイイロシメジ

キシメジ／

モリノカレバタケ属

ワサビタケ

ノ、ナオチバタケ

10ルね肌相川庖疋Sp．

ホウライタケ属（ハリガネオオチバタケ近縁）

11ル秒ce光αgαkγfc据わね　　　　　　　クヌギタケ

12　勿Cg乃α　〝γα　　　　　　　　　　　サクラタケ

13．Y川りJゆん‘JJ／JJtJ用J′′／（、／JJrJJ／∫

キチャホウライタケ

14A〝7α邦オねggC〟ね乃ぬ　　　　　　　　ドゥシソタケ

15Amd乃才ねがわ′05α　　　　　　　　　　ドクツルタケ

16A別α乃ね如ゆわγぬ　　　　　　コテングタケ

17乃α′勿′柁肋〆J〟72拘γ椚ね　　　　ムササピタケ

22PゐoJわおsp．

23励みβわ刑α坤0γグα≠〟椚

24JわzffggC（ゆgmね

ナヨタケ

クリタケ

ニガクリタケ

アイセンボンタケ

スギクケ属

7シナガヌメリ

ショウゲンジ

25Coγめαγ〟ざ如β〟d噌〟ゆ〟γαSCg乃5

7ウセンタケモドキ

26　Coγfg乃αγゐ相αZα7℃〝ざ

ハイムラサキフウセンタケ

27　Coγ≠わ7αγグ〟5gαわγ

28Corめαγ〟gSp．

298g〃乃0秒わgsp．

ムラサキアブラシメジモドキ

フウセンタケ属

ササタケ属

30q′椚邦噌fJαざ軸〟オγプチグαe　　　　　チャツムタケ

31月加d坤わ′JJ〝ざγゐod坤OJfα∫　クサウラベニタケ

32j？如d坤妙JJα5gお〟和坤0γ〟S

ミイノモミ　ウラモドキ

33　5〝fJJ〟gJ〟ね〝5

34励融町画地血払触

35　ノ？J′JH′J〟JJけ′招、／川I（7

36凡′∫∫JJんJり…M．l■（川〟M

37月〟SS〟肋β∽gわC（7

38月〟ざざ〟血刀紺βナ托gfgcα

39エαCねrg〝SCあり50γγゐβ鮎

40エαCねγグ〟gSp．

Jl C／（汀J／／／捌かぬ♪J′／（・／〃7

42C肋融血秋溢血血血

43物coαCねCとゆβぬ乃dダブ？

44秒血〟椚γゆα乃d〟椚Var．

45月）如，0γ〟ざα才がeOJαγダ〟5

46A茄CタTか和ぎノ弛みβJJ的γ∽ね

47エαβ埠0mg〃β作痩・0γ〟5

480な坤0γ〝∫妙γDお〟C〟5

49丹C乃坤0γ〝gCOCCわ7g〝5

50エg乃Zわざ毎〟J乃α

51Corわねぎがβ和才coわγ

53　717▲／。／J‘J♪／…J川7－／l舟JJ川

53上）αβ血Jg噌gfSS身mCg乃α

54上）αβあわ呼ぶね♪♪ゆゆγ柁α

55〃なγ坤0γ〟Sがオ乃05〝5

56わ′C（ゆ官房0乃♪gr加〝∽

57上．1川♪川舟〃∫♪〝（′／什J〃〃

58T柁椚gJぬ舟Jわcgα

59A〝γわ〝αγα　ゆrCα

6　】

ヌメリイグチ

イロガワリ

イロガワリシPハツ

カワリハツ

ドクべ二タケ

ドクベニダマシ

キチチタケ

チチタケ属

カベンタケ

キソウメ　ンタケ

サガリハリタケ？

α路〝∽　シロカノシタ

ハチノスタケ

ウチワタケ

ヒラフスべ

オシロイタケ

ヒイロタケ

カイガラタケ

カワラタケ

シハイクケ

エゴノキタケ

ミイロアミタケ

ブドウタケ

ホコリ　タケ

キホコリタケ

ハナビラニカワタケ

アラゲキクラゲ



60AkoJecねがf抒gJ調α

61．心。舶り1I肛可ノー（イ川′■′＝〃

62月毎〉0柁Jわsp．

63月才頭0柁肋Cグわ′ダ乃α

64月βわgb　αC〟乃05α

65ムαγαカγ乃0ざα

66劾わγ由♪0秒∽0ゆゐα

67ムαrfα頑0乃fcα

68わ′COgがα¢fdg乃d柑椚

ヒメカソムリタケ

ムラサキゴムタケ

ビョウタケの仲間

ビョウタケ

クロノポリリュウ

コナサナギタケ

マメザヤタケ

ハナサナギタケ

マメホコリ（変形菌）

第300回例会　スライド大会

日　時：1992年12月13日（日）

76名参加

場　所：同志社女子大学楽真館

談話会例会300回を記念して，会場を例年の田

中神社から同志社女子大学へ移し，例会の前半に

小原・本郷・吉見各氏による記念講演を行った。

また今年のスライド大会では，昨年のきのこ展の

ビデオなども鑑賞した。　　　　（橋屋　誠）

記念講演（敬称略）

1．小原　弘之

『関西菌類談話会の初期のころ』

2．本郷　次雄

『浜田稔先生を想う』

3．吉見　昭一

『関西菌類談話会の歴史』

スライド大会

1．佐野　修治

「京都御所のきのこ」

オオセミタケ・コレラタケ・ノ、タケシメソ・

フウノ　ミタケ・ヤナギマツタケ・ヒメテング

ノメシガイ

2．吉見　昭一

「冬虫夏草と珍菌」

トビシマセミタケ・ヤマガタタンポタケ・シ

ャグマアミガサタケ・キアミズキンタケ・ク

ラガタノポリリュウと顕微鏡写真

3．松井　英幸

「今年のきのこ（朝日の森・清水山・乗鞍）」

オオワライタケ・アカヒダタケ・二ワタケ・

シロオ二タケ・コップオオワカフサタケ・イ

ヌセンボンタケ・クサウラベニタケ

4．相良　直彦

「浜田先生や大分県きのこ川のスライド」

浜田先生の思い出のスライド，大分県にある

きのこ川・ナガエノスギクケ

5．鈴木　　捷

「今年のきのこの見本」

カチオンに封入されたきのこの標本

キヌガサタケ・マルミノアリタケ・ツキヌケ

タンポタケ・ハナサナギタケ・シロナメツム

タケ・クチべニタケ・ベニテングタケ・ホコ

リタケ・コガネタケ

6．村上　康明

「テンブタケ属のきのこ」

シロオニタケ・シロテンブタケ・キクマゴタ

ケ・ヘビキノコモドキ・タマゴテンブタケ・

ベニテングタケ

7．杉山　信夫

「宇治あたりのあまり見られないきのこ」

カキノ　ミタケ・クリノイガワンタケ・アブラ

ゼミから生えた冬虫夏草

8．上田　俊穂

「むかしの思い出」

椿先生からの写真

京大芦生演習林での集合写真や山小屋・山崎

先生と今関先生・滋賀大での同定会

富士山で見た野生きのこの販売風景・大山採

集会での記念写真

9．佐々木久雄

「マツ林のきのこなど」

カキシメシ・ヌメリイグチ・ハッタケ・シモ

コシ・カンパタケ・ハタケシメジ・JR野洲

駅前芝生上のハラタケの菌輪・コウボウフデ
・ニガクリタケ・ナラタケ

10．服部　　力

「西表・石垣の硬質菌」

ミナミ　レンガタケ・ミナミアシグロタケ・ハ

マキタケ・キヌハダタケモドキ・クロガネマ

ンネソタケ・バライpアミタケ・二七キツネ

ノハナガサ・ウチワタケ

11．森本　繁雄

「乗鞍・清水山のきのこ」

マルミノアリタケ・コチャダイゴケ・ヒカゲ

シビレタケ・テングタケダマシ・エノキタケ

・ムジナタケ・ヤナギマツタケ・クチベニタ

ケ・ノウタケ

7　－



き　の　こ　展　を　開　く

1989年（平成元年）に続いて，1992（平成4年）

10月10日～12日に京都府立植物園できのこ展を開

催した。運営企画は植物園・京都園芸倶楽部・関

西菌類談話会で実行委員会を特設し，三者主催の

形で進めることになった。今回のきのこ展は『き

のこと森林』がメインテーマで，植物園会館を会

場に，いろいろなきのこの展示，質問を受けたり

する相談コーナー，実際にきのこに触れてみる体

験コーナー，書籍その他の販売コーナーを設けた。

展示は，きのこの分類・生態ジオラマ・食毒きの

こ・人工栽培・外国専門書・世界のきのこ切手な

どに分けた。分類コーナーは写真パネルを壁にか

け，採集された生きのこにラベルをつけ，整理し

トレイに入れて展示した。生態コーナーはマツ林

を摸したジオラマを作り，マツタケなど数種のき

のこを植えて生態展示をした。栽培コーナーでは，

ぴん栽培・菌床栽培・床栽培・原木栽培など現物

を置き，－マンネンタケ・ヒラタケ・ブナシメジ・

エノキタケの栽培を，写真やパネルを使ってわか

りやすいように説明した。また今回，初めて粘菌

頬・地衣類を展示し，透明なバットの中では粘菌

類の速い成長の運動や，顕微鏡では胞子体を観察

できるようにした。さらに貴重な外国の専門書や

世界のきのこ切手も併せて展示した。食用きのこ

では，中国で人工栽培されたキヌガサタケの乾燥

品・野生の食用きのこ・世界のマツタケを展示

し，また毒きのこでは，毒性別にランプ表示です

る説明板を作り，その下に生の毒きのこも展示し

た。同時に「関西の毒きのこときのこ中毒」のパ

ンフを配ってきのこ中毒防止をはかった。会場は

展示内容が多くて手狭だったが，見学者にとって

ほ，きのこのいろいろな面にふれられ，有益な展

示になったと思われる。きのこ展の開催期間は言

うに及ばず，会場の設営・撤去・運営・採集・相

談・管理など，のベ132名もの談話会会員の協力

があってはじめてきのこ展を完了することができ

た。また植物園の方々の御協力や，京都園芸倶楽

部の万々の「きのこ採集」もあって，はじめてこ

の大きなきのこ展が成功したことは云うまでもな

い。紙面を借りて深く感謝申し上げる次第である。

きのこ展期間中は，秋晴れに恵まれて初日早々

吉　見　昭　一

より大盛況で，3日間で約7000人の見学者であっ

た。相談コーナーに押し寄せ矢継ぎ早に出される

質問には，7人もの解答の会員も一時は汗だくの

大奮闘となった。ふだんには気付かない生のきの

こ・美しいきのこに目を見張り，立ち止まる見学

者が多く，中毒きのこの説明を読みながら，「こ

れがベニテンブタケか！」とうなずくようになが

める人，粘菌の網の目のように広がる前で驚嘆す

る人など多様であった。見学者が多いためか室温

が高くなり，1日で腐るきのこが続出して，新し

く採集してきたきのことの入れ替えも大変なこと

であった。きのこ展の3日間で集められた生きの

こは，きのこの発生が少ない年であったにもかか

わらず，約260種にもおよぶすほらしい展示とな

った。，これだけきのこが集められたことに主催

者側も驚くほどであった。関西をはじめ遠く東京
・高知・大分・広島・石川・愛知などから来られ

た人も，集められたきのこの種類の多いのに驚い

ていた。アカマツ林のジオラマから匂ってくるマ

ツタケの匂いに「本物だ！」と感心する人，「こ

のマツタケほ本物ですか？」と問い直す人，「世

界各地にマツタケがあるとは思わなかった」と半

信半疑に述懐する人もあった。

加えて3日連続で行われた講演では，小原弘之
・谷口勉・本郷次雄各先生が話をされ，予約整理

をするほどの盛況であった。聴講者の万々からは，

美しく不思議なきのこの世界にふれて，またの機

会を持ってほしいと言われている。きのこ展への

大きな期待とそれを果たすことは，菌類談話会の

大きい一つの仕事と考え，今後もきのこ展のあり

方を検討していかねばなるまい。

（京都市左京区北白川仕伏町9）

展示品リスト

l f）／l〃J・り／JJ∫り∫／J川／JJJ

ごJJ／川／■り／JJ、ヾ♪J／／川棚／／▲／J／∫

こうん、JJ／／J川、ヾJt函J川J

J　⊥HJ／／J川∫l・（古（ノl・∫

5」し・J両川・／／ノバJ†Jy／JJ什ヾ

6触れ坤ゐ0γ〝5γ〟55㍑由

7C（7∽αrtやわ′JJ〟∫♪和才g乃由

ヒラタケ

ウスヒラタケ

マツオウジ

シイタケ

イタチナミハタケ

サクラシメジ

ハダイロガサ



β〃、∵…二、イ・＝…′／用

tl均・lビ／・りl叫・川こJJ緑川∫／＼

10物gれα毎Cα〝〃αγgJ〟5

11的卯抄録蛮地Cわα

12とりゆめ，JJ〝mdgCα5才β5

13む′坤毎JJ〟椚印加車0γ〝椚

14力頑句朝川川川南痛

15エαccαγ由α椚gfわ′5才βα

16⊥αcc（汀α鋸coわγ

17　エαccαγα　αCα汀α

18エαgC（γα揖紺わγ

19エαccとZrgαSp．

ごり山〃桝ハり〃世再中りJJ■「〃∫

21CJわ印加Cαゆβ5

22CJダわり8gαCr0椚gb邸

23CJfわα∂gJ函αffJね

24C柚叫庖sp．

25CJわ町毎sp．

26上砂ねね50摘f血

27上砂壷ねSp．

公ミ　rJ・／（・／いね〃Mdや川舟〃川

29　rJ■／－。加わ〃J‘7両ゆり〃〃洋才川J

封1rJ・J■（ソ仙／棚町両州両肌

317一・J■（・／い／り〃M仙由JJ／（止l・

32：n′才C加わ椚α♪∫α刑肌坤〟5

33．4r〃J／／んJJ・／（イJ‘7仙イ／（、（7

34A仰才〃αrfg〃αわあgSCg乃5

35JJ〃。り♪′山／／JJJ正即JJ／川∫

31ミ　▲lム・ん川り／HJ。‘J仙イ（J／（WCfJ

3丁川、J／川甘みlイ畠♪いり■亙7日

38Co砂鋸α椚αC〟おお

39Co時めfα∂α秒和Cgα

40Co砂鋸αdり坤鋸α

41Co物′みグα♪gr0乃αね

42Co妙占グαCOプ伊〟β〝5

43　Co妙ろ衰sp．

吊凸／仙〃JJJ申♪／／川∫

王ミ　八川（イJ什ヾ、ヾ川）わー〃〃∫

11う　ゴ／J・り／〉／／JげJぴぃ／JJ／J／－タ的汀

47．1け（バ〃J／JJJ〟柚Jハ的汀r〃∫

48肋用5別ブ〟S如才Cみぞγγ少g5

49肋7Ⅶ5肌オ〟55才cc〟5

50．17′MJ∫川／JJJC．）／Jt汀汀〃∫

51ルね用S肌fαSSp．

ココ．1恒川叫両川■川／油7

53昭yce押α♪0わ官用刑椚α

アカヤマタケ

シュイロガサ

ペニヒガサ

ワカクサタケ

ハタケシメ　ン

カク　ミ　ノシメジ

ス　ミ　ソメ　シメ　ン

ウラムラサキ

オオキツネタケ

キツネタケ

キツネタケ属

ツキヨタケ

ホティシメシ

ドクササコ

ヒメシロタモギタケ

カヤタケ属

カヤタケ属

コムラサキシメジ

ムラサキシメジ属

こオウシメジ

ミネシメジ

シロシメジ

マツタケ

カラマツシメジ

ナラタケ

ナラタケモドキ

オオイチョウタケ

コザラミ　ノシメン

スギヒラタケ

7カアザタケ

エセオリ　ミキ

モリノカレバタケ

ワサビカレバタケ

アマタケ

モリノカレバタケ属

ワサビタケ

ムキタケ

スギェダタケ

オチバタケ

ハナオチバタケ

ハリガネオチバタケ

ミヤマオチバタケ

ホウライタケ属

クヌギタケ

アシナガタケ

54月勿cg乃αゐαg∽α坤0血　　　　　　チシオタケ

55〃ycg乃α♪㍑用　　　　　　　　　　サクラタケ

56几勿cg乃αSp．　　　　　　　　クヌギタケ属

57ダお肌椚〟Jわ‡α〃gJ〝妙eg　　　　　　エノキタケ

58A椚α乃ブね研〝∫Cαγグα　　　　　　ベニテンブタケ

59A列咋α刀ね　α乃娩βγわα　　　　　　　テンブタケ

60Aク宛α加わがαg‡乃αねVar．〃dgZ乃αぬ　　ツルタケ

61A〝‡α乃如γαgわ7αねvar．力めα

カバイロツルタケ

62A椚α乃ダわんβ刑オ∂（ゆゐαSubsp．如椚蕗ゆα

タマゴタケ

63Aク乃α乃才ねgSC㍑gg乃ね　　　　　　　　ドゥシソタケ

64A椚α乃ブねがわ℃ざα　　　　　　　　　　ドクツルタケ

65A椚α乃才ねがer〝α　　　　　シロタマゴテングタケ

66Aナ柁α乃才ねCgか■わ‡αVar．Cめ′わα

コタマゴテングタケ

67A助川抽日加加庖　　　　　　　　フクロツルタケ

68A椚α乃如α∂77ゆね　　　　　クマシロオ二タケ

69f）J〝ね〝5α≠γfc（ゆfJJ〝ざ　　　　　　ウラベこガサ

70C兢明殉職憫抑砂誠触

オオシロカラカサタケ

71C柚明的曲珊Sp．オオシロカラカサタケ属

72ルねCγOJ¢わ如邦gOmαざわgdgα　　コカラカサタケ

73几免cr0尋ねね　γPCg〝α　　　　　カラカサタケ

74肋crOJ坤わねsp，　　　マントカラカサタケ

75几ねcrOJ¢わねα伽γ〝∂ggCg乃ざ

イロガワリシロカラカサタケ

76几匁CγOJ¢わねsp．　　　　　　カラカサタケ属

77エg㍑CO聯γZc㍑ざ和みrPfグ乃Cf〟5　　7カキツネガサ

78エβ〟COC坤rg乃〟言的Ⅵ∂α〟椚才ブ

コガネキヌカラカサタケ

79A卯γfc㍑ざα∂γ2坤オブ∂〟J∂〟ざ　　ウスキモリノカサ

80Ag提γgc〟ざ♪mgCJα柁5gね研05〝ざ

ナカグロモリ　ノ　カサ

81．日（1ん川。ノ叫り／J川J汀／J／川JJ〟川

アカヒダカラカサタケ

82上申わおりg乃βα　　　　シロヒメカラカサタケ

83上申わねαC〟お印〟α肌05α　　　　　　　オニタケ

84上申わねCαざ血刀gα　　　クリイロカラカサタケ

85q′5わdgγ椚α頑0乃fc〟研　オオシワカラカサタケ

郎Cl・∫／l）（7日1川7′川J／■〟〃仙／J…JJJ

87PJJ〟川／り－／り血〟J…－〟

88Cqγわ〟gCO利昭α〝5

臣1し吋JゾmJ川／川JJ汀〃／〃〃－／／∫

州ハ‘7／恒ハイんJnリノわんJ′J

tll八‘才がり・／一lイ山（…Jfか肱川で／

9　劇

シ／ワカラカサタケ

コガネタケ

ササク　レヒト　ヨタケ

ヒト　ヨタケ

ムジナタケ

イタチタケ



92乃α′勿′柁肋0∂〟≠〟∫αお　　　　　　コナヨタケ

93乃α′わ′柁肋〆J〟J的γ∽ね　　　　ムササピタケ

94乃α物yγβ地sp．　　　　　　　　ナヨタケ属

95Ag和り毎αγγαJね　　　　　　タマムクェタケ

964卯り8gノおγわ7αCgα　　ツバナシフミゾキタケ

97Agγ0　∂毎grあわ　　　　　　　　ツチナノコ

98Ag和り∂gqJわ‡dmCgα　　　　ヤナギマックケ

995秒坤ゐαγわαβ柑gわ705α　　　　　モエギクケ

1005わ1妙ゐαrfαγ〟gり∫0α乃乃〟Jαねf．J〟ねα

キサケツバタケ

101Abg〝Zαわわナ乃αg〟あわfgγgfg〝肌　　　　　クリタケ

102∧厄β椚αわわ∽αノわざCfc〟肋柁　　　ニガクリタケ

103f）ゐoJあお〝α〝Zg如

104f）ゐoJあおsp．

105f）わあおおγγegγね

106f）JわJわ由一伽別椚α乃5

107f）∽わねαざγαgロ桁α

108創oJわお頭〟椚05α

109九叫ゆりお頭卸庖

110九0りみggぞ坤わJJJα

111九0り毎〟ねα

112血叩加sp．

ナメ　コ

スギタケ属

ツチスギタケ

ハナガサタケ

アカツムタケ

キナメツムタケ

オオキヌハダトマヤタケ

シロトマヤタケ

キイロアセタケ

ア七夕ケ属

113〃（1／－‘イりJ〃〟nり／油情車両■肋・f．川／川吋け川J川で

コップオオワカフサタケ

114月gおわ〝α5αccゐαγわわ〝5

115月β∂βわ椚αSp．

116月β∂βわ椚α坤0γグα加椚

117月β∂βわ椚αSp．

118月ozグfggC（ゆgmね

119Co摘花αγグαSお花〟ゆβ5

120Corめαγ〟SSp．

ヒメ　ワカフサタケ

ワカフサタケ属

アシナガヌメリ

ワカフサタケ属

ショウゲンジ

二セアブラシメジ

フウセンタケ属

121Co〟乃αγ〟S乃gγ0g〟α椚05〝5

オニフウセンタケ

122　Co〟オ乃αrg〝ざαZ〝アマ㍑∫

ハイムラサキフウセンタケ

123　Coγ才わ‡αrf〟55αわγ

ムラサキアブラシメソモドキ

124Co〟わαγ〟∫か純血5αわγ　　　ヌメリササタケ

125　Co〟わ7αγ才〝Sがわあcg〝5　ムラサキフウセンタケ

126匂，肌乃坤グJ〝ざ坤gCわあgJゐ　　　オオワライタケ

127旬間叫舶邪的粛励磁　　　　チャツムタケ

128C7′ゆfdoねばあαdわ／わccog〟ざ

クリゲノチャヒラタケ

129CJff坤fJ〟5♪γ〟乃乃J〟5　　ヒカゲウラべ二タケ

130月如（わり8g和∫gfαひど肋乃βα

イナバノウラベニタケ

131月ゐodゆめ′JJ〟ざ乃fdor05〟5　コクサウラベニタケ

132戯∂拗勿′JJ〝∫γ如dqpOJg〟∫　クサウラべ二タケ
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133月如坤砂地5gα〟γ05かγ㍑S

ミイノモミ　ウラモドキ

134月如d坤如才J〝5cm∫∫少どぶ

ウラべニホティシメジ

135Go〝少尉d〟Sγ05g〟5

136Cか0聯ブタゆゐ〝∫γ〝ffJ〝ざ

1375■細浦叩四則血舶ぬ邪

1385■〟fJJ〟5〆Cねぎ

1395－〟グJJ〟S坤βCわあfJゐ

1405〟fJJ〟5g作がgJJgg

lJl SJJ／〃J／∫／JJ／HJ∫

1425〝fJJ〝∫g7Ⅵ乃〝わねぎ

143　5〝fJJ〝∫∂0〃g〝〟5

144CゐαJc砂0柑∫♪砂gmf〝5

145　乃′わ〆J〟gCゐ和∽（ゆβ5

146乃わ〆わざαわ乃ブ〝5

147エgCCわ〝研ぎα蕗γ〝椚

148月〟gg〟わαd〟5才α

149月〝ざ∫〝ぬco椚♪αCね

150月〟5g〟ぬ50タprぬ

151月〝55〟ぬ〝‡αγ∠αβ

152月〝55〝ぬGαざね乃坤gfdね

153　月〝55〟わβ∽gfグC（7

151凡′∫Ⅲん7川JWJ′／J汀‘J

155月〟Sg〝由良α乃ざαグβ乃ぶた

156月αgS〟わかg〟dog乃晦用

157エαCねrg〟SSp．

158エαCねγ〟5　〟おお5

159　エαC≠αγねぎ〝わわざCg乃ざ

160　エαCfαγわざαゑαゐαねα

161エαCねγ〟ざ　αね〟dα鮎

162　C（乃兢α柁J㍑∫C路αγ㍑5

163　C（7乃地α柁JJ〝gJ㍑ねOCO椚〟5

164CJα〃αγグαd纏ゐ〟5g加わ

165　Cαぴ〝J乃d Crゐおお

166CJα〃ブcoγ0乃α勿′滋血ね

167j？α椚αγダαSp．

オウギタケ

クギタケ

オニイグチ

ベニハナイブチ

キノポリイグチ

ハナイグチ

ヌメリイグチ

チチアワタケ

ア　ミ　タケ

コショウイグチ

アケボノアワタケ

ウラグロニガイグチ

ヤマイグチ

コケ㌧rロハッタケ

アカカバイロタケ

キチャハツ

ニオイコベニタケ

カレバハツ

ドクベニタケ

チシオハツ

ヒナ／ミニタケ

シュイロハッ

チチタケ属

チョウジチチタケ

ウズハツ

アカハツ

ハッタケ

アンズタケ

トキイロラッパタケ

コスリコギクケ

カレユダタケ

フサヒメホウキタケ

ホウキタケ属

168月α椚αγぬノお肌吻ね　ウスムラサキホウキタケ

169月α椚αγ才αSp．　　　　　　　ホウキタケ属

170Go椚♪ゐ〟∫一約cc05〟ざ　　　　　　　　ウスタケ

171Goナチゆゐ〟Sp〝ゆ〝mCg〟5

オオムラサキアンズタケ

172旦yわあoJ〟∫頭gCfα∂fJgS　　　モミジウロコタケ

1735pαmggねcr毎）α　　　　　　　ハナビラタケ

174Pα邦eγOCαβねCrOSgα　　　　　カミ　ウロコタケ

175助Jcゐβγγ才cZ〝∽Cαβγ〟Je〟研　アイコウヤクタケ

176PJGα〟れ坤∫ねcr頭α　　　　　　　チヂレタケ

177物血〟椚γゆα〝血∽　　　　　　　　カノシタ



178且勿CO拗ねdo邦0才dggαfねんね0如才　ブナ／、リタケ

179A〟γねCα砂わ刑がαなαγ2

1807’如拗如和椚〝妙αrfね

181mgJゆゐ0mSp．

182f）ゐgJわ（わ乃〝Zggr

183砂血eJJ〟∽CO乃C柁∫Cg乃5

1封β（一／ル｝恒∫／‖什刷′‘、／‘′、ヾ

185ノlJわαJγβ〃㍑Sdグ頭α〝5〟5

1864伽血淵邪の頑加那

187月）わ卯γ〝5α才がβ0ぬrg〟5

188月）わや0γ㍑g∂αdf〟5

189〟fcク′坤0γ㍑ぎー伽如才的γ椚ね

190C明抽如撒目前励お

191Gr的Jαノね乃dogα

192エαg妙0γ〟55α砂〟γ柁“SVar

193f）車軸0柑550わ乃グβ〝5才5

1940な坤0γ〟∫坤γ0払C〃5

1950gな坤0γ〟SノねggJg5

196ぞyC乃坤0γ㍑gCOCCわzg〟5

197エβ乃Zおお〝J乃α

198上）αgdαJgαdfcゐわZ5才オ

199　乃細面勘卸飯南

200　CorわJ〟∫〃β和才coわγ

201CorわJ㍑ごみ作がね

202　C（フγわねぎS〝みmdZαJ〝5

203昂拗ね適職Ⅷ加地

204上）αgdαJg呼ぶわざかmCg乃α

205上）αgdαJg坤Sfg♪〟ゆ㍑柁α

206ヱ）αgdαJg呼ぶねわ′gcoわγ

2077ケ〟乃CO頭0mOCCγ0わ〟Cα

208凡脾軸抑恒痴融通

209釣椚gg万別β乃ねrf〟5

210　Gα乃Odg〃瑠dJ〟Cfゐ刑

マツカサタケ

キブリイボタケ

イボタケ属

クロハリ　タケ

チャ／、リタケ

クロカワ

コウモリ　タケ

二ンギョウタケ

ハチノスタケ

アシグロタケ

ウチワタケ

ヒトクチタケ

マイタケ

川〃高JJH

マスタケ

シロカイメソタケ

オシロイタケ

シミ　タケ

ヒイロタケ

カイガラタケ

ホウロクタケ

チリ　メ　ソタケ

カワラタケ

二クウスバタケ

ウラギソタケ

ヤケイロタケ

エゴノキタケ

ミイロ7ミタケ

チャカイガラタケ

ウズラタケ

ツカナサルノ　コシカケ

ツリガネタケ

マンネンタケ

211G（7乃Odgγ椚α乃β0万（坤0乃fc〝研　　マゴジャクシ

212割廟毎克郎如拙ぬ　コフキサルノコシカケ

213　0′rゐ〝ひ・α∫．薇∫C〟5

214　0緋粛α肌打払お

215　搾0〝0㍑5椚葎αdof

216f伽JJわ7〟SSp．

217ノ15才用g㍑ざわg作例gfγgc〟5

2185cJgmdg門邦αα柁0如才〝刑

219　5cJg和dg7ⅦαCfわ′わ‡〝椚

220f）ねoJ招〟5めzcわγ〟5

221C（めざわ刑再（ゆ0乃fc〟椚

222几欠如〝0卯ごねγわまねγ椚gd〃5

223Ⅳ妨祓＝め仰－わ椚β乃わざα

ワヒダタケ

アズマタケ

カワウソタケ

ネンドタケ属

ツチダリ

ヒメカタショウロ

二七ショウロ

コツブタケ

クチべ二タケ

アカダマタケ

コチャダイゴケ
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224　Cγ〝CダみαJ〟∽kg〃β

225Cgα5わⅦ椚オγ少Je∬

226　Ggα5才γ㍑∽5αccα加椚

227C（ZJが加わC7℃乃才的γ椚gs

2281匂SCgJJ〝椚♪mJg〝5g

229tyC坤β摘0調♪gγJα≠〟∽

230わ・Cqpg摘0乃如′γ拘〃柁β

231わ，C（ゆβクてわ〝頭αdgce〟椚

ツネノチャダイゴケ

エリマキツチブリ

フクロツチガキ

ノ　ウタケ

ヒメホコリ　タケ

キツネノチャブクロ

タヌキノチャブクロ

キホコリタケ

232匂C坤β摘0調♪ゆゆγαgCg乃ざ

クロゲチャブクロタケ

233わざ〟γ〟∫別0ゑ〝言わ7Var．秋涼那

ツノ　ツマ　ミ　タケ

234f，ゐdJJ〟Sf〝ゆ捉dグC〟5

235ヱ）gcかゆ如和才乃d〝5才αね

236上）グC秒坤如mdゆJfcαね

237励み（研がぬ乃顔0乃オ∽

238乃開扉軋触新関ぬ

239　71作例gJわ舟J由cgα

スッポンタケ

キヌガサタケ

マクキヌガサタケ

シラタマタケ

シロキクラゲ

ハナビラニカワタケ

24071柁椚g地力肌占rgαねクロハナビラニカワタケ

241A〟rfc〝わγダα♪0炉rgCゐα　　　7ラゲキクラゲ

2420りgg乃αCOγが乃α　　　　　　　　　ホネタケ

243fセ〝わfJ掬わぬC肋〃αγαゆγ椚ね　カキノ　ミタケ

244　C〝do乃グαゐgJがβ〃0才dgg　　　　　　　　　クラタケ

245即α≠ゐ〝わγグαノ肋〃才血　　　　　　　へラタケ

246C加γわめγゆcoγ乃βα

二七キンカクアカビョウタケ

247エgOJgαJ〝わγグαZf．〝γわα　　　　　ズキンタケ

248AgCOCJα〃㍑Jわ7α5αゑαダブ　　　クチキトサカタケ

249CJわrOC沌0γααgγ〝g〝0gα

ロクショウグサレキン

250　G（ZJfgJ肋cgJβ∂グCα オオゴムタケ

2515αγCOSqやαOCC粛β乃αJね

べ二チャワンタケモドキ

252月おれgJJαCr毎）α

253CoゆC¢SSOゐoJ的柑

254CoゆCゆ5ノbmグαγれ刑

255CoゆC砂5乃〟ね乃5

256CoゆcgOgゐgfgゆOdα

257Coγめ′CfかSp．

258CoゆCゆざαWC申ゐα血

ノポリリ　ュウタケ

セ　ミ　タケ

マルミ　ノアリ　タケ

カメムシタケ

オオーセ　ミ　タケ

シロマキセ　ミ　タケ

トガリスズメバチタケ

259CoゆCゆSO紺αγね乃5ゐ

260みねrfα♪ゆ椚0坤ゐα

261秒血γαpgγぬた（γぬ

262劾Jαγグα椚脚OJ由

263ムαγグαねたα椚ねαざα乃β乃gfs

ハヤカワセ　ミ　タケ

マメザヤクケ

フウノ　ミ　タケ

ホソツクシタケ

ミ　ンミ　ンゼミノべリセソボン

2645¢gdo乃払椚Cありざ坤βγ別れ椚

（子のう世代拗0椚グCgg）



猛毒テンゲタケ類の中毒とその毒消し

昨年11月にドクツルタケと思われる猛毒きのこ

を食べて，中毒死する事件が大阪であった（図1）。

新聞によると，10月20日に野菜いためにして食べ，

翌日激しい下痢。府内の総合病院に搬送されたが，

28日後の11月16日夜に死亡した。新聞からは食べ

た量はわからないが，ドクツルタケなら大きなも

のを1本食べても死亡する。

日本には猛毒のテングタケ類としてドクツルタ

ケ，シロタマゴテングタケ，タマゴテンブタケが

知られている。また，タマゴタケモドキ，コテン

グタケモドキなどのテンブタケ科のきのこや，コ

レラタケ（ドクアンロガサ）なども同じ毒を含む

猛毒のきのこではないかと考えられている。

猛毒テングタケ類の毒成分はアマ二チンなどを

主成分とするアマトキシソ類，ファロトキシソ類，

及びビロトキシソ類の3種類に大別される。いず

れもポリペプチドで，ドクツルタケにはこの3種

類の毒が含まれ，食べて2，3日以内に適切な処

置を施さないと死亡する。適切な処置とは，入院

し，吐剤，下剤の投与，胃内洗浄，浣腸などによ

り毒物を消化管より取り除いたり，下痢による水

分低下には水分の補給，血糖の低下にはブドウ糖

の静脈注射を日に4－5回行ったり，血液のバラン

スの確保，血液透析などである。

これらの猛毒テングタケ類の中毒に対してほ，

チトクロームC．チオクト酸（thioctic acid），シ

リマリン（silymarin）などある種の物質が，動

物実験で解毒効果があることは報告されてはいた

が，臨床学的にはほとんど効果が認められなかっ

た。

チャン先生たちは我が国特産のミズキ科の植物

であるアオキから抽出された成分アウクビン

（aucubin：オークビンとか7オクビンともよほれ

る）にその効果があることを兄いだし，新聞に見

るようにマウスに対し実験を行い，効果を上げて

いる（図2）。

アオクビンのことを新聞では，糖類と記してい

るが，正確に加水分解すると，D－グルコースと

アウクビゲこンC6H803というイリドイドを生じ

るので，イリドイド配糖体（iridoid　glucoside）

とよほれている。アオクビンはマウスに対する致

横　山　和　正

死量はマウスの体重1kgに対し，1gで，実際上

は毒性はないと考えられている（Chang．I－M．＆

Yoon，H．S．：The3rdInternationalMycol．Con－

gress．Abstruct．p．35，1983）。

今後の研究の一層の進展を期待したい。

ヨーロッパでは猛毒テンブタケ類中毒にたいし

バスチアン法という新しい方法が，採用され良好

な成績を上げている。

私は，毒性試験講座16（地人書館1992）の中で

この方法を紹介したことがあるが，まだ日本では

余り一般化していない。

フランスの医師Bastienが，1971年と1974年に

猛毒のタマゴテンブタケを自ら試食し考案した治

療法で，現在，猛毒テンブタケ類にたいし最も有

効な方法と思われるので紹介したい。

彼は1971年にタマゴテンブタケを1本試食した

が，ビタミンC注射をしなかったので強い肝炎

にかかった。1974年には4本（65g）食べた。今

度は下痢はしたが，肝炎にはかからず，3日間で

完全に回復した。この経験をもとに彼は次のよう

な治療法を考案した。

猛毒テングタケ類を食べた直後の3日間の食事

と治療法は次のとうり。

l・ビタミンClgを朝と夕方静脈注射する。

1992年（平成4年）11月18日（水曜日）　　言：蓉：　　　忠

鰭礪・肇 l】 ��1ド ぁ、ク ル タ ケ 1．。・■，日 。？・琶 
竺離悠銅章宍す 剴� 本 郡 代 

完遠ぢ完諾冨搾憲て是大牢誓 �1偵 園 ‾競＼‘∵鑑 

保 声で 

珪 

死さまてツぺ箭て大書＿†際別は 凾ｩ b 

竜鋸；封う　招竜ほ筈等志賀紺も子 

図1　大阪府でのきのこ中毒死を報じる読売新聞
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図2　7ウクビンの解毒作用を報じる京都新聞

2．消毒薬として（下記のいずれかを：経口）

服用する。

nifuroxazid＋neomycin（6　0f each a

day）

nefuroxazid＋dhydrostreptomycin（60f

eachaday）

3．2日以降はlacticfernments

4．最初の2日間の唯一の食べ物は，すりつぶ

したニンジン（mashedcarrots）

5．もし患者がひどく嘔吐するような時は

metaclopramidの筋肉注射

要するに，猛毒テングタケ煩の毒により破壊さ

れた肝臓などのミトコンドリアと細胞の膜など

を，ビタミンCと抗生物質でバクテリアから守

り，再生をはかる。食べ物としてはヨーグルトの

ようなものや，すりつぶしたニンジンなどを食べ

ると良い，ということではないかと理解している。

それも食後3日以内なら助かるが，手遅れになる

と死亡する可能性が強い。

彼はヨーロッパ各地を自分の身体で人体実験を

しながら巡回し，彼の方法を広めた。以前，私の

研究室に来られたスイスのクレマンソン先生もス

イスで実際に公開実験を見たといっておられる。

メディカルトリビューンの1981年11月19日号に

よると，フランスでは11の地域の毒物センターで

この治療法が採用され，ナンシーのセンターでこ

の方法で治療した50例中，46例が完全に回復した

と報じている。また，死亡した4例中3例は症状

が現れてから48時間以上たってからセンターに運

ばれたものという。きのこを食べて3日以内に治

療するかどうかが，生死を分けるといえる。

－13

＋（井花被耶綱目酢肝偲師　Arch】Chlamydeae

ミ　ズ　キ　科　Cornaceae

ア　　オ　　キ　　桃葉川棚（青木）

dl化山8ノ叫‘′11－rd Thunberg

〔拝1河　山中にR′ILまた頼拙こ琉持される‘搾．繰酔木である　葉は宥柄．革質．長楕円形で疎

餅鱗絹．鋭尖朗である．雌灘瀦劇∴　H働机常吊∬注し掛こ紫祖色の単性花を開く　伎乗は楕H形

で結納する
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相川【た　7オ十が困苦植物として特に美川でわ姓されたのは齢J異性甘応粗で煤煙に能く耐える点である・

r相　刷物　AucubmClβH910。（配折本）を含む　含　はは穐　　　　　H

州こ揖多く‘約3％’■如上脚これに次く（1人1）酬に　く〕3

合まれるが．内果皮チよび外果皮には含まないり）

槌　r　酬－，マンナン．カテクタン，′くントサン等（。　　　H。ふ，ム。．。．．。

Rr‾用′1七l朋：お経得臣を蛸一」て泥状として火傷および創傷噺に梁和しまた謀を拝んで腑物に
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図3　7ウクビソ（刈米達夫・木村雄四郎著，和漢薬
用植物，広川書店，1967年改稿第9版より）

バスチアン法の詳細は彼自身が国際会議で発表

した時の模様が次の本に紹介されているのでご覧

いただきたい。Faulstich，H．，Kommerell，B．and

Wieland，Th．編，“AmanitaToxinsand Poison－

lng”．verlagGerhardWitzstrock．p．246．1980．

この本は1978年11月1日～3日に　Heiderberg

で開催された『国際テングタケ会議』（Interna－

tional Amanita Symposium）の結果をまとめた

もので，講演の後の質問と討論も収録されている。

無名の一開業医の彼が発表した後の討論を読む

と，彼のやり方は，論理性がないとか無謀だとか，

大学の研究者達からは大変冷たい対応をされてい

ることが，ありありと出ている。しかし，あえて

自らの命をかけた貴重な実験にいどんだ，彼の勇

気をたたえたい。

京都新聞の切り抜きは，本会会員の北村宗明氏

が事務局に送ってくださった。また，読売新聞の

記事とアウクビソ（図3）に関しては上田俊穂氏

からいただいた。山浦氏，チャン先生とは以前か

ら毒きのこに関して，共同研究をしていたので，

アウクビンと猛毒テングタケ類の毒消しに関し

て，簡単に解説させていただいた次第です。

（滋賀県大津市平津　滋賀大学教育学部）
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会員よりの便り

洋書購入の際のトラブルの例

上田　俊穂

洋書の購入の事で以前に記事が載りましたが，ト

ラブルについての私の経験を書きます。

1．学生時代（大昔の事ですが），研究室に出

入りしていた丸善という本屋のセールスマンが，
“気に入れば購入してほしい”と，ある本をおい

て帰りました。研究室ではその本を公費で購入す

ることになりました。価格は5000円でした。私は

その本が気に入り，個人的に欲しくなったので，

すく、、そのセールスマンに1冊注文しました。やが

てその本が到着して請求書をみますと，5500円と

いう値段になっていました。値段の違いを追及し

ますと，あれこれと言訳をならべたて将があかず，

結局面倒になってその値段で買ってしまいました。

個人には高く売りつける丸善に不信感を持ち，

以後は利用しなくなりました。

2．そういう事があったので，出版社に直接問

い合せて買うことにしました。アメリカのハフ

ナーという出版社に，いきなり手紙を書いて値段

と送料を知らせてもらい，銀行で小切手を作って

送金しました。本が到着してやれやれと思ったの

も束の間でした。本を調べてみると，索引の部分

が4ページ破り取ったようになっていました。そ

れをその出版社にどのように抗議しようかと思っ

ているうちに月日が経ち，他の研究室にあった同

じ本をコピーして貼りつけて泣き寝入りしまし

た。今では容易なコピーも，当時はなかなか大変

な仕事でした。

個人で出版社相手に本を購入することはなかな

か大変だということで，アカデミア洋書という取

扱店に頼むことにしました。

3，そして，そこからあるドイツの本を買いま

した。今度は破れているところもなく，興味があ

るところだけを見て安心していました。後にその

本をある人に貸しましたところ，8ページ落丁し

ていると教えられ，「またか」と驚きました。し

かし，購入してからかなりの月日が経過しており，

自分の興味のない部分でもあり，諦めも加わって

そのままになっています。

4．次は，同じ洋書扱店からスイスの本を買っ

たときの事です。使用中に何か奇妙な文章があり，

あわてて乱丁・落丁の検査をしました。するとま

たしても数ページの落丁がありました。今度はそ

の事を詳しく書いて善処してくれるよう扱店に頼

みました。すると，そこから詫び状が来て，かな

りの日数が経過してから，スイスのクリプトとい

う見知らぬ会社から重い荷物が届きました。不審

に思って開けてみますと，落丁していた例の本の

完全なもの1冊と，多数の本のカタログが入って

いました。また，落丁本の返送は不要だとの事で

大いに喜びました。落丁している部分をコピーで

補い，他の人にあげました。以後，クリプト社を

利用することがふえました。

5，そのクリプト社から東ドイツの図鑑を買っ

たときの事です。送られてきた本をすく、、に点検し

ますと，またもや異状発見です。かなりのページ

にわたって，製本の糊の付着による破れ等がある，

「きず物」が送られてきました。そこで早速その

事を異状部分のコピーも添えて連絡したところ，

返品はしなくていいから「扉」のページを切り取

って送ってくれとのことでした。そうしましたと

ころ本が送られてきました。そこでページを繰っ

て点検です。すると，な，なんと今度は裁断ミス

のページがかなり含まれているではありません

か。これには全く驚いてしまいましたが，もう文

句をいうのが面倒になってそのまま友達にあげて

しまいました。

6．アメリカの本も欲しくなりましたが，遠回

りしてスイスから買うより安くなるのではないか

と，出版社に注文しました。すると，その出版社

ではなく（アメリカの）取扱店から本と送料を知

らせてきましたので，外国為替で送金しました。

ところが半年以上経っても何の連絡もありませ

ん。またしても，辞書を片手に慣れない抗議の手

紙をやっとの思いで書きましたところ，何やら言

訳と共に正常な本が送られてきまして胸をなで降

ろしました。

他にも，数冊まとめて注文したところ，請求書

に記載されているのに，現物がが梱包されてなか

ったこともありました。

どうもこういう経験が多くて不思議です。とに

かく，本が到着したらすぐに注文したものである

かどうか，乱丁，落丁，その他の異状がないか等

をよく調べ，異状があれば面倒がらずにすく、、に詳

しく扱店に連絡することでしょう。下司の勘く＼、り

かも知れませんがそういうことをしないと，不良

品を日本に送っても気付かれないとばかりに，意

図的に日本に廻しているのかもしれないと思いた

くもなります。国内の洋書扱店で買うと，そうい

うときに対処するのが楽です。

皆さんがお持ちの洋書も一度点検されてほいか

がでしょうか。

・1－1－－－



きのこ西東

前号に引き続き，1993年3月現在本会が保管してい

る寄贈された書籍や各会の会誌，会報の類を列挙しま

す。保管場所は滋賀大学教育学部生物学教室，横山和

正氏研究室です。

関西菌類談話会蔵書一覧（前号に続く）

・山菜・きのこ・木の実　フィールド日記／1992／水

野仲彦著／山と渓谷社
・きのこの本了1992／松川仁著／丸善株式会社

・熊本のきのこ／1992／熊本きのこ会／熊本日日新聞

社
・1992－1993CatalogueFungiPerfecti

日本の毒キノコ150種／1992／小山昇平著／ほおず

き書籍

山菜（山渓フィールドフックス笠・）／1992／木原浩著

／山と渓谷社
夢自然きのこ1／1992／／山と渓谷社

きのこ講話（14）／熊本きのこ会

青森県きのこ会会報／創刊号（1989），第2号（1990），

第3号（1991），第4号（1992）／青森県きのこ会

くさびら（神奈川キノコの会会報）第14号（1992）

／／神奈川きのこの会
つちく・、り（日本菌学会東北支部会報）第8号（1992）

／日本菌学会東北支部

きのこ通信－1992年日本きのこ協会発足記念号（No．

16）／日本きのこ協会事務局，クル▼プきのこ星雲

どうしん第2号（1992）／新潟きのこ同好会

（順不同）

関西菌類談話会会則
【名　称】

第1条　本会は「関西菌類談話会」（以下「本会」）
と称する。英語名を　KANSAI MYCOLO－

GICALCLUBとする。

【事務局】
第2条　本会の事務局は，総務幹事の所属すると
ころにおく。

【目　的】

第3条　本会はきのこ，かび，酵母など菌類に興
味を持つ人が，菌類を通して自然に親しみ，菌
類の調査・研究・利用・保護等のために，お互
いに協力しつつ，知識・情報・技術等の交流を

計ることを目的とする。
また，会員相互の親睦と菌類についての啓蒙
を行う。

【事　業】

第4条　本会は上記の目的を達成するために，次
の事業を行う。

（1）菌類の野外観察会・採集会
（2）菌類の同定または鑑定会

（3）菌類の同定・分類・生理・遺伝・生態・利
用等に関する講演会・講習会・研究会・展示
会・研修旅行
（4）「関西菌類談話会会報」の発行
（5）菌類の分布調査・標本作成・分離・培養・
資料などの作成と会員への配布
（6）他の関連団体との交流
（7）その他本会の目的達成に必要な事業

（8）本会の事業年度は毎年1月1日より12月31

日迄とする

【会　員】

第5条　本会員は菌類に興味をもつ個人および本
会の目的に賛同する団体により組織する。
第6条　本会の会員は下記のように定める。
（1）通常会員　第15条（1）に定める会費を納入す
る個人
（2）賛助会員　本会の目的に賛同し，第15条（2）

に定める会費を納入する団体

（3）名誉会員　本会にとくに功労のあった者
（4）会　　友　上記以外で本会が必要と認めた

者

【入会および退会】
第7条　本会に入会を希望するものは，所定の入
会申込書に必要事項を記入し，当該年度の会費
を添えて本会事務局に申し込むこととする。
また，退会する者は，その旨文書で本会事務
局へ届け出ることとする。

【役員および任務】
第8条　本会は次の役員をおく。
（1）会長1名　本会を代表し，会務を統括する。
また，総会および役員会を召集し，その議長
および書記を委嘱する。

（2）副会長2名　会長を補佐し，会長に事故あ
る時はその任務を代行する。
（3）総務幹事1名　事務局を担当し，本会の受
付事務全般を行う。
（4）庶務幹事2名　庶務全般を行う。下記につ
いては分担する。
イ　採集会事務
口　集会事務

ハ　会員名簿および図書・備品管理

（5）会計幹事2名　会計事務を行う。下記につ
いては分担する。
イ　経理・現金出納事務
口　会費請求・領収事務

（6）運営幹事若干名　本会の事業の立案，実施
を行う。運営幹事中に集会総括責任者，採集
会総括責任者，会報編集委員長各1名をおく。
（7）会計監査2名　会計事務の監査を行い，総
会においてその結果を報告する。
【世話人および顧問】
第9条　本会運営のため必要に応じて世話人を置
くことができる。

第10条　本会は必要に応じて顧問を若干名置くこ
とができる。

【役員会】

15



第11条　役員会は会長の召集する会員をもって構
成する。
【役員などの選出および任期】
第12条（1）会長は会員の推薦にもとづき，総会
で出席者の過半数の賛成をもって選出する。

（2）副会長，その他の役員は会長が委嘱する。
ただし，副会長は会長が必要とする場合にの
み委嘱することができる。また，会報編集委

員若干名を，会報編集委員長の推薦に基づき，
会長が委嘱する。
（3）役員および世話人・編集委員の任期は2
年とする。ただし，再選を妨げない。
（4）役員に欠員が生じた場合はその補欠を行
う。ただし，補欠された役員の任期は前任者
の残任期間とする。

【総　会】

第13条　総会は年1回会長が召集し，役員選出，
予算，決算ならびに本会の事業実施上の重要事
項について，出席者の過半数をもち議決する。
総会の議長および書記は会長が会員中から各
1名を委嘱する。会長が必要かつ緊急と認めた

場合には，臨時に総会を開くことができる。
【経　費】

第14条　本会の経費は会費，寄付金，預貯金利子
その他をもってこれにあてる。

【会　費】

第15条　本会の会費は下記のように定める。
（1）通常会員　年額2000円。ただし，高等学

校生徒以下は年額1000円とする。
（2）賛助会員　年額5000円

第16条　会費は前納制とする。だだし，一度納入
した会費は返還しない。

会費は2年間納入しない場合は退会したもの
と見倣す。

第17条　講演会，採集会その他の集会において，
必要に応じて参加者から参加費を徴収し，必要
経費にあてることができる。

第18条　本会の会計年度は毎年1月1日に始ま

り，12月31日に終る。

【会　報】

第19条（1）会員には会報を無償で配布する。
（2）会報編集委員長は，会報編集委員会を構成
し，会報の編集を行う。

【付　則】

第20条（1）この会則の改正および本会の事業実
施上の改廃は，役員会で審議し，総会において
出席者の3分の2以上の賛成を必要とする。
（2）その他，本会則に定めのない問題は，役員
会において処理し，総会に報告し承認を得る
事とする。
（3）本会則は昭和58年10月8日より施行する。

（昭和61年2月1日一部改正，同日より施行）

（平成2年2月4日一部改正，同日より施行）

（1990年2月3日一部改正，同日より施行）

（1992年2月8日一都改正，同日より施行）

（1993年2月6日一部改正，同日より施行）

O CJ

【お詫びと前号の解答】

前号でのきのこクイズでは，発刊および発送等
の都合上，会員の皆様のお手元に届いた時には既

に締め切り日が過ぎておりました。全面的にこち

らのミスです。お詫びします。なお，紙面の都合
上今号はきのこクイズを休みます。

第1問　難易度　★★★★
タマウラ〈ミニタケ

〟／刑か〃扉／JJJ〃／刑’／／川、ヾ

第2問　難易度　★★★
ウスキキヌガサタケ

川。′／（叫。川J、JJ（ブタ化石／‘Jf．／JJ／用

第3問　難易度　★
マンネンタケ

（；（川川ブけJmJ／机、／（ブJ／川

第4問　難易度　★★
ウラべ二ホティシメン

〟／Jり（叫車的†∫川JJ吋（1∫

表紙によせて

夏から秋にかけてのシラカバ林に菌輪をつくって，べこテンブタケ発生する．関西ではその美しい姿を目に

することはなく，無理をして信州方面などへと思わずでかけてしまう。お金のかかるきのこである。
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